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0n を l を軸として回転させたベクトルを、 ),,( zyxn  とする。 

)0,1,1(DE で、 l と nがなす角は一定であるから、内積 DEn  が一定である。 
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1n より 1222  zyx  ──② 

空間座標系において、①は平面、②は球面を表す。 

xy平面による断面を考えると、①は直線
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 xy 、②は円 122  yx であるから 
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右図より、
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≦≦ y であるから 

y の最大値は
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171
、最小値は 0  ……(答) 
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